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 それまで私はカメラなど全く関心のない人間だった。 

 2015年から２年間、新任教頭として小千谷南中におせわになった。そこで各校を廻って

おられた ICT支援員の方から HPのノウハウを学ぶ機会を得た。 

 私だけかもしれないが教員は異動する際、必ず異動先の学校の HPを見る。そこが充実し

ていると春からの学校生活がイメージできて、少し安心する。逆だと不安になるものだ。 

私は南中の HPを前者のようにしたいと思った。 

 そこで必須なのが写真だ。私は自然豊かな地に立つ、四季折々の

南中の校舎をトップに据えたいと考えた。 

 

 今使っているカメラは、実は妻が昔、私の亡き父に父の日のプレ

ゼントとして贈ったものだ。親父は写真好きだった。茶色の革のケ

ースの入った古いカメラ片手によく写真を撮っていた。それを妻は見ていたのだ。 

 しかし折角贈ったのにやはりずっと使い慣れたものがいいのだろう。殆ど使われずその

ままになっていた。勿体ないのでそれを私が拝借した訳だ。 

 

 それから 11年。こんなにカメラを使うようになるとは自分でも想像していなかった。 

 今では吉中生達の取材に欠かせない相棒となっている。 

 そして数を撮り始めると、次第に写真の面白さがわかってくるのである。イメージする

画が来る瞬間を待つ自分に気付く。構図も撮る前にイメージして、そこに来るタイミング

を狙うようになった。 

 

 小千谷南中の HPのトップに現在も使って戴いているのが嬉しい。校舎ではないが冬の終

わりに朝靄の太陽がグランド一面を照らしている一枚が私のベストショット。教員仲間の

冊子の表紙にしてもらった。題名は「春の兆し」 

 

 昨日伊藤写真館さんから先日の真和祭ステージの写

真を頂戴した。素人には撮れない、パノラマ形式で採

光や構図もさすがプロ‼と唸る一枚だ。 

 早速階段の踊り場に掛けさせてもらった。偶然下校

しようとしていたステージで熱唱した彼を引っ張って

真っ先に見せた。 

 まだあれから一週間も経っていないのに、写真を見

ていると懐かしい気持ちにおそわれる。 

 今日は合唱練習の吉中生達と、公開授業の増田先生を激写するつもりだ。腕が鳴る。 


